第23回「あすなろ夢建築」大阪府公共建築設計コンクール

総評　審査委員長　大坪　明（武庫川女子大学生活環境学部生活環境学科教授）
本年度も、昨年よりは若干点数が減ったものの、200点近い作品の応募をいただき、関心の高さを改めて感じた次第でございます。工業高校の部、専修学校等の部ともに、ハイレベルな作品があり、デザインだけでなく現実の使い勝手や維持管理面への配慮がなされた作品が少なからず提案されていることは、建築が持つ現実性と向かい合う姿勢が感じられます。しかし、若者らしい冒険心に満ちた作品も提案されていることは、非常に好ましいことです。一方で、建築が置かれる周囲の状況を余り考慮せず、当該敷地の中だけで案を考えている様な作品も、少なからず提出されている点は残念でなりません。建築は、建設される場所と一対一の関係を持つので、その場の特性を理解し、それをヒントに設計をすることを習得して頂きたいものです。いずれにせよ、このコンクールに作品を提出した応募者の皆様、およびそのご指導に当たられた先生方のご努力への御礼と、入賞者の皆様へのお祝いを、この紙面を借りて申し上げる次第でございます。
水口 伸一郎 作品（グランプリ）

集会室や湯沸室が敷地西側の広場及び団地内の南北主動線に面し、それらがテラスを囲むように配置され、開かれた集会所となっている。西から東へ湯沸室+テラス、玄関+集会室、トイレ・和室等と3ゾーンが整理されて配置され、シンプルで使いやすいプランである。集会室の西面のテラスのパーゴラは、西日を避ける手段に活用することが出来る。敷地周囲の状況も十分に理解し、良く考えられた計画案であり、完成度の高いものになっている。
井上 祥生 作品（準グランプリ）

団地内の通路を延長し、敷地内に貫かせたアプローチが良い。北西角のウッドデッキは団地内通路の交点であり、ここでのアクティビティは賑わいのアピールにもなる。それに面して集会室と外部のふれあいデッキを設けており、敷地特性をよく理解している。巡回管理員室の位置が分かりにくい点や、西日に対する対策がない点が課題である。

松本 由衣・久留島 裕也 作品

（優秀作品賞）

北東からの団地内動線の方向に合わせて建物を振り、東西及び南北の団地内動線が交差するところにオープンスペースを設け、そこに向けて集会室を配置した点は、集会室内外でのアクティビティを見せるために非常に有意義である。屋根や外構の柵のカーブが優しい雰囲気を出している。

前川 文洋 作品（優秀作品賞）

敷地西側にオープンスペースを設け、周辺住棟からの日陰の影響を考慮して建物配置を決めている点や、集会室や和室が多面開放で風通しが良い点が好ましい。建物が敷地境界に近接しすぎる点や、集会室と和室の屋根の形状の取り合いが課題である。
大西 彩斗 作品（佳作）

敷地西側の広場と集会室との関係に注目した点、団地内の主動線から集会室でのアクティビティが良く見える点、プランや動線がシンプルな点、屋根を分節的に扱いヴォリューム感を低減している点が好ましい。西日対策を考える必要がある。

野口 綾子 作品（佳作）

中庭を中心に各室を配置した明快なプラン。空間規模に合わせた高さのブロックを連続させた構成や、集会室が最も大きなブロックとして団地内主動線の交点に近い位置に配置されている点が好ましい。集会室の開口を大きくし、外部との関係を作る方が望ましい。

小森 都雄 作品（佳作）

長軸である東西方向に敷地をゆったり使い、南向きにデッキを伴うフレキシビリティの高い集会室を配している。西側の広場とのつながりを意識し、集会室のアクティビティが外部から見える方が望ましい。

牧野 純希 作品（奨励賞）

団地内の南北・東西動線を敷地内に引き込む通路を設け、それらをつなぐように半屋外のふれあいリビングを配置し、利用者が気軽に活用しやすい仕掛けとなっている。管理面や気候を考慮し、使い勝手上の課題を改善することを望む。

髙田 匡志 作品（奨励賞）

屋根を支える構造を独立的に扱っている冒険心を評価した。屋根を支える構造体と下部の部屋を構成する構造体が一体となっているが、これらは相互に分離する方が、設計意図が明確になるだろう。パーゴラ部の半屋外空間が道行く人を誘うかのようである。

三島 僚介 作品（奨励賞）

集会室からキッチンにかけてテラスを回し、内外でのコミュニティ形成が期待できる。キッチン西側のテラス上部に可動ルーバーを設けて日差しを遮る工夫をしている点が好ましい。南北方向の抜けを屋根のフレームだけでなく、集会所を抜けのある配置とし、空間の連続として表現する方がよい。

